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問1 太陽系の惑星のうち、太陽系で最大の大きさを誇る惑星と、大気の主成分が二酸化炭素で公転周期が地球の約1.9倍である惑星の組み合わせとし
て最も適当なものを次のうちから選びなさい。 （2017年 神奈川公立入試 類似）

1. 木星と火星 2. 土星と火星 3. 木星と金星 4. 土星と金星

問2 ヒトの唾液に含まれている消化酵素であり、食物に含まれるデンプンを麦芽糖などの糖に分解するはたらきをもつ物質の名称として、最も適切
なものはどれですか。 （2019年 神奈川公立入試 類似）

1. アミラーゼ 2. ペプシン 3. トリプシン 4. リパーゼ

問3 冬の冷え込んだ早朝、川の水温が周囲の気温よりも高い場合に霧が発生するメカニズムについて、科学的に正しく説明しているものはどれです
か。 （2021年 神奈川公立入試 類似）

1. 水面から蒸発した水蒸気が、周囲
の冷たい空気によって露点以下まで
冷却され、凝結して小さな水滴にな
ることで発生する。

2. 水面から蒸発した水蒸気が、周囲
の冷たい空気によって露点を上回る
まで冷却され、蒸発が促進されるこ
とで発生する。

3. 気温が水温よりも高い場合に、空
気中の水蒸気が冷たい水面に触れて
凝固し、氷の粒になることで発生す
る。

4. 川の水が周囲の空気から熱を奪い
、水温が急激に下がることで、水中
に含まれていた空気が気泡となって
現れることで発生する。

問4 鉄と硫黄が反応して硫化鉄ができる変化を原子モデルで考えたとき、この反応が「分解」ではなく「化合」に分類される理由を、原子の結びつ
き方の観点から説明したものとして適切なものはどれですか。 （2019年 神奈川公立入試 類似）

1. 鉄原子という単体と硫黄原子とい
う単体が結びつき、硫化鉄という1種
類の化合物ができる反応だから。

2. 1種類の物質であった鉄粉から、
鉄原子と硫黄原子という2種類の異な
る原子が分かれて出てくる反応だか
ら。

3. 鉄原子1個に対して硫黄原子が2個
結びつくことで、もとの物質よりも
体積が大幅に増加する反応だから。

4. 加熱を止めても反応が続くことか
ら、原子が結びつくのではなく、原
子が消滅して新しいエネルギーに変
わる反応だから。

問5 植物の葉における光合成の条件を調べるため、日光が十分に当たる環境で、葉の両面にワセリンを塗って気体の出入りを完全に防いだ葉と、何
も塗っていない葉を比較する実験を行いました。その後、それぞれの葉をエタノールで脱色してヨウ素液に浸したとき、ワセリンを塗った葉だ
けが青紫色に変化しませんでした。この結果から考えられる理由として、最も適切な説明はどれか。 （2023年 神奈川公立入試 類似）

1. 根から取り込まれた気体が葉に届
かなかったため、光合成が進まなか
った。

2. 日光は当たっていたが、ワセリン
によってデンプンが分解されてしま
った。

3. 気孔がふさがれて光合成に必要な
二酸化炭素を取り込めなかったため
、デンプンが作られなかった。

4. 茎からのみ気体の出入りが行われ
ていたため、葉での光合成が抑制さ
れた。

問6 地球の自転によって起こる太陽の日周運動について、太陽が天球上を1時間あたりに移動する角度と、その動きをもたらす地球の自転の方向の組
み合わせとして正しいものはどれですか。 （2019年 神奈川公立入試 類似）

1. 15度・西から東 2. 15度・東から西 3. 30度・西から東 4. 30度・東から西

問7 消化液の量と反応時間の関係について、唾液の量を2倍に増やしても「最終的に生成される糖の量」が変化しない理由として正しい説明はどれで
すか。 （2019年 神奈川公立入試 類似）

1. 生成物の量は反応物であるデンプ
ンの量によって決まり、酵素は反応
の前後で自身が変化しないから。

2. 唾液に含まれる消化酵素は、糖を
さらに別の物質へと分解してしまう
性質を持っているから。

3. 唾液を増やすと反応速度は上がる
が、糖に変化できるデンプンの割合
が減少してしまうから。

4. 消化酵素は一定の量を超えると、
糖をデンプンに戻す逆反応を始めて
しまうから。

問8 金星は「明けの明星」や「宵の明星」として観測されますが、真夜中に南の空で観測されることはありません。その理由を、地球と金星の公転
軌道の関係から説明したものとして適切なものを選びなさい。 （2020年 神奈川公立入試 類似）

1. 金星は地球よりも内側の軌道を公
転しており、地球から見て常に太陽
に近い方向に位置するため。

2. 金星の公転周期は地球よりも短く
、真夜中になる前に地平線の向こう
へ沈んでしまうため。

3. 金星は自転軸が傾いているため、
真夜中には太陽の光を反射する面が
地球から見えなくなるため。

4. 金星は地球よりも外側の軌道を公
転しているが、反射光が弱いため夜
間は肉眼で見えないため。

問9 気圧の変化と空気の体積の関係について述べた次の文のうち、科学的に正しいものを選びなさい。 （2026年 神奈川公立入試 類似）

1. 周囲の気圧が高くなると、密閉さ
れた空間内の空気は圧縮され、その
体積は減少する。

2. 周囲の気圧が低くなると、密閉さ
れた空間内の空気は外側から強く押
され、体積が減少する。

3. 空気の体積は気温の変化のみに依
存するため、周囲の気圧が変化して
も体積は変化しない。

4. 周囲の気圧が高くなると、空気の
質量が重くなるため、結果として体
積が増加する。

問10 九世紀末に菅原道真の建議によって遣唐使の派遣が停止されたあと、それまでに取り入れてきた中国の文化を日本の風土や生活に合わせて消化
・吸収し、発展させた日本独自の文化を何といいますか。 （2026年 神奈川公立入試 類似）

1. 国風文化 2. 飛鳥文化 3. 天平文化 4. 桃山文化

問11 半径50cmの大きな滑車と、半径20cmの小さな滑車を組み合わせた輪軸において、小さな滑車に吊るした重りを10cm引き上げたい。このとき
、大きな滑車に巻かれたひもを何cm引き下げればよいか。 （2024年 神奈川公立入試 類似）

1. 4cm 2. 10cm 3. 25cm 4. 50cm

問12 対照実験を行う際、調べたい要因以外の条件（温度や溶液の量など）をすべて一定に保たなければならない理由として、最も適切な説明はどれ
ですか。 （2022年 神奈川公立入試 類似）

1. 実験結果の違いが、調べたい特定
の要因によるものであると判断する
ため

2. 実験にかかる時間を短縮し、反応
を効率的に進めるため

3. 実験器具の目盛りを読み取りやす
くし、測定ミスを防ぐため

4. 反応条件を厳しくすることで、よ
り極端な変化を観察するため

問13 物質が液体から固体に状態変化して体積が減少するとき、物質の内部ではどのような変化が起きているか。粒子という言葉を用いて説明したも
のとして最も適切なものはどれか。 （2022年 神奈川公立入試 類似）

1. 粒子が空気中に逃げ出し、粒子の
総数が減少している

2. 粒子が冷やされることで、粒子一
つひとつの大きさが小さくなってい
る

3. 粒子の数は変わらないが、粒子ど
うしの間隔が狭まっている

4. 粒子が互いに結びついて、新しい
種類の粒子に変化している



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1

木星と火星

太陽系で最大の質量と体積を持つ惑星は木星である。一方、地球のすぐ外側を公転し、大気の
主成分が二酸化炭素で、公転周期が地球の約1.9倍（約687日）である惑星は火星である。金
星も大気の主成分は二酸化炭素であるが、地球より内側を公転しているため公転周期は地球よ
り短い。

問2 答え 1

アミラーゼ

唾液にはアミラーゼという消化酵素が含まれており、多糖類であるデンプンをより分子の小さ
い糖へと変化させる役割を担っています。これにより、食物が体内に吸収されやすい形に分解
されます。

問3 答え 1

水面から蒸発した水蒸気が、周囲の冷たい空

気によって露点以下まで冷却され、凝結して

小さな水滴になることで発生する。

水温が気温より高いとき、水面からは水蒸気が供給され続けます。この水蒸気が冷たい空気に
混ざると、混合された空気の温度が下がり、その温度における飽和水蒸気量を超えてしまいま
す。つまり、温度が露点以下になるため、水蒸気が凝結して目に見える小さな水滴となり、霧
として観察されます。

問4 答え 1

鉄原子という単体と硫黄原子という単体が結

びつき、硫化鉄という1種類の化合物ができ

る反応だから。

2種類以上の物質が結びついて新しい1種類の物質ができる化学変化を化合といいます。この反
応では、鉄原子と硫黄原子という別々の物質の構成単位が結合して、硫化鉄という新たな化合
物の粒子を形成するため、化合の典型的な例として扱われます。

問5 答え 3

気孔がふさがれて光合成に必要な二酸化炭素

を取り込めなかったため、デンプンが作られ

なかった。

光合成には日光だけでなく、気孔を通じて空気中から取り込まれる二酸化炭素が必要です。ワ
セリンで気孔をふさぐと気体の出入りができなくなるため、日光が当たっていても光合成が行
われず、デンプンの生成を確認するヨウ素液反応（青紫色への変化）が起こらなくなります。

問6 答え 1

15度・西から東

地球は24時間かけて360度自転するため、1時間あたりでは 360 ÷ 24 ＝ 15度回転します。
地球が「西から東」の向きに自転していることで、太陽は1時間ごとに15度ずつ「東から西」
へ移動しているように観測されます。

問7 答え 1

生成物の量は反応物であるデンプンの量によ

って決まり、酵素は反応の前後で自身が変化

しないから。

消化酵素は特定の物質を分解する反応を助けますが、酵素自体は反応の前後で変化せず、消費
もされません。したがって、唾液（酵素）の量を増やせば反応速度（分解時間）には影響を与
えますが、最終的に得られる生成物（糖）の量は、反応した原料（デンプン）の量によって決
まるため、唾液の量で糖の総量が変わることはありません。

問8 答え 1

金星は地球よりも内側の軌道を公転しており

、地球から見て常に太陽に近い方向に位置す

るため。

金星は内惑星であり、地球よりも内側の軌道を公転しています。真夜中に観測される空（南の
空）は太陽とは反対の方向ですが、内惑星である金星が太陽の反対側に位置することはないた
め、真夜中に見えることはありません。

問9 答え 1

周囲の気圧が高くなると、密閉された空間内

の空気は圧縮され、その体積は減少する。

気圧とは空気が物体を押す圧力のことです。密閉された容器内の空気は、外部の気圧と内部か
ら押し返す力がつり合った状態で体積を保っています。周囲の気圧が高くなった場合、外側か
ら押す力が勝るため、中の空気は押しつぶされて体積が収縮します。

問1
0

答え 1

国風文化

894年に遣唐使が停止されたことで、唐の文化が直接入ってくる機会が減少しました。これを
契機として、それまで吸収してきた大陸の文化を日本の気候や日本人の感性に合うように作り
変える動きが活発になり、かな文字の使用や寝殿造、大和絵といった日本独自のスタイルが確
立されました。

問1
1

答え 3

25cm

輪軸が1回転するとき、それぞれの滑車に巻かれたひもが移動する距離は、その滑車の円周（
半径に比例する値）に等しい。大きな滑車と小さな滑車の半径の比が50：20（5：2）である
ため、ひもを引く距離も半径の比に比例する。重りを10cm上げるには、10cm × (50 / 20)
＝ 25cmのひもを引く必要がある。これは「仕事の原理」により、力が小さくなった分だけ距
離を長く動かす必要があることとも一致する。

問1
2

答え 1

実験結果の違いが、調べたい特定の要因によ

るものであると判断するため

もし複数の条件を同時に変えてしまうと、現れた結果がどの要因によって引き起こされたのか
が区別できなくなります。条件の統一を行うことで、初めて「その要因があったからこそ結果
が変わった」という因果関係を論理的に証明できるようになります。

問1
3

答え 3

粒子の数は変わらないが、粒子どうしの間隔

が狭まっている

状態変化における体積の変化は、物質を構成する粒子そのものの変化ではなく、粒子の集まり
方の変化によるものです。液体では比較的自由に動いていた粒子が、固体になることで規則正
しく並んだり密集したりするため、粒子どうしの間隔が狭まり、結果として体積減少が起こり
ます。


